
◎6月の展示コーナー
①雨
　梅雨の季節にぴったりの本を集めま
した。
②父の日
　お父さんに感謝を伝えたくなる本の
紹介です。

カブッキーポイント対象施設：
博物館、本陣記念美術館、宮本三郎
美術館、埋蔵文化財センター

◎6月の松居直コレクション
　こどものとも31号「しらさぎのくる
むら」を紹介します。
◎まるまどコーナー
　年齢別のおすすめ絵本を紹介します。
6月は5～6歳へのおすすめ絵本です。
◎日曜あさのおはなし会
　おすすめの絵本を紹介します。
とき　6月6日㈰、7月4日㈰いずれも
10時30分～10時50分
定員　各15人（当日先着順）
◎よんでよんで
とき　6月23日㈬10時～16時
◎おはなし会「冒険のえほん」
とき　6月23日㈬10時30分～10時50分
定員　15人（当日先着順）
◎開館15周年記念イベント
①長野ヒデ子講演会「うんとこどっこ
い、絵本と紙芝居」
　「せとうちたいこさん」シリーズで有
名な絵本作家、紙芝居作家である長野
ヒデ子さんの楽しいお話です。
とき　7月17日㈯14時～15時30分
対象　市内在住の18歳以上の人

②おはなし会「長野ヒデ子先生と紙し
ばいを楽しもう」
　赤ちゃんも楽しめる内容です。
とき　7月18日㈰10時30分～11時
対象　市内在住の子供とその保護者
ところ　いずれも絵本館夢の本棚
定員　いずれも30人（先着順）
申し込み　いずれも6月18日㈮から空
とこども絵本館　☎23・0033
※申し込みは①②いずれか一つとなり
ます。絵本館で整理券を配布します。
参加費　いずれも無料

新型コロナウイルス感染症の影
響により、市内文化施設（図書
館、空とこども絵本館を除く）
は6月13日㈰まで休館します。
状況によっては休館期間を延長
する場合がありますので、最新
情報は市ホームページをご確認
ください。

◎特別企画展「美術館は冬から春へと…
～本陣コレクション所蔵東山魁夷作品
一斉公開～」
とき　6月20日㈰まで

本陣記念美術館
丸の内公園町19 ☎22・3384

◎企画展「校下別代表遺跡で語る！こま
つ歴史年表2021」
とき　9月12日㈰まで
観覧料　一般100円、高校生以下無料

埋蔵文化財センター
原町ト77-8 ☎47・5713

◎常設展「こまつの石」
　こまつの石文化などを紹介します。
◎企画展「なにこれの小部屋」
　博物館・美術館・埋蔵文化財センター
の合同企画展。思わず「なにこれ!?」と
言ってしまう不思議な資料を紹介します。
とき　6月27日㈰まで

博物館
丸の内公園町19 ☎22・0714

空とこども絵本館
小馬出町10-3 ☎23・0033

図書館
丸の内公園町19 ☎24・5311

ガイド
文化

▲牧進「春蘭」（本陣記念美術館所蔵）

◎第3回カラミの街・尾小屋をめぐる
とき　7月4日㈰10時～11時
ところ　尾小屋町地内
定員　30人（先着順）
申し込み　7月2日㈮までに尾小屋鉱山
資 料 館　☎67・1122　　ogoyakou
zan@city.komatsu.lg.jp
◎ポッポ汽車展示館の公開運転と体験乗車
とき　7月4日㈰10時～15時
ところ　ポッポ汽車展示館
参加費　いずれも無料

尾小屋鉱山資料館
尾小屋町カ1-1 ☎67・1122

◎企画展「歴代德田八十吉名品展」
とき　6月20日㈰まで

錦窯展示館
大文字町95-1 ☎23・2668

※6月14日～25日は休館（展示替え）

宮本三郎美術館
小馬出町5 ☎20・3600

※6月14日～25日は休館（展示替え）

宮本三郎ふるさと館
松崎町16-1 ☎43・3032 募集期間　8月2日㈪～10月15日㈮

募集部門とテーマ　①歌舞伎のまち小松の部「産業」、
②芭蕉の部「静寂」、③北枝の部、④能順の部（高校生以下）、
⑤曾良の部（英語俳句）　※③～⑤のテーマは自由
選者　①～③は森村誠一、黛まどか、織作峰子、
④は小松俳文学協会、⑤は木村聡雄（国際俳句交流協会理事）
投句料　無料　※各部門1人3作品まで
応募方法　応募票と写真または絵をメール、郵送または観光文化課
に持参。応募票は市ホームページからダウンロードできます。
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▲第9回歌舞伎のまち小松賞　岡田桃子

問い合わせ　観光文化課　☎24・8130

第10回

現代美術展 小松展

　「みつめる」「みつめられる」をテーマに、宮本三郎
の人物画を紹介します。

　県内を代表する作家や小松市の作家の作品、入賞作
品など合わせて141点を展示します。
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宮本三郎

みつめる絵画
みつめられる絵画

　油絵とその制作過程で描かれたデッサ
ンを組み合わせて紹介します。宮本が何
に惹かれ、自身の何を投影させたかった
のかを探ります。

企画展

企画展

◀「レ・トロワ・グラース」1970年

◎同時開催
地元作家作品展、市内中高生の作品を展示します。

問い合わせ　宮本三郎ふるさと館　☎43・3032

問い合わせ　宮本三郎美術館　☎20・3600

問い合わせ　観光文化課　☎24・8130

「手を組む婦人像」1960年頃 ▶

6月26日（土）～
9月12日（日）
宮本三郎ふるさと館
無料

と　き

ところ

入館料

休館日

6月26日（土）～9月12日（日）
宮本三郎美術館
一般300円、高校生以下無料

※会期中無休
と　き

ところ

入館料

6月24日（木）～7月4日（日）
9時30分～17時（入場は16時30分まで） 会期中無休
サイエンスヒルズこまつ
わくわくホール
一般500円、高校生以下無料

と　き

ところ

入館料

◎ギャラリートーク
とき　6月26日㈯、27日㈰いずれも10時～

月曜日（祝日は除く）、
祝日の翌日

文化施設休館情報
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